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研究成果の概要（和文）：本研究は、高等専門学校（以下、高専）で学ぶ学生のコミュニケーション能力の向上
に英語教育の分野から取り組むことを目標とした。理工系学生の科学技術コミュニケーション能力向上のために
英語教育も役割を果たすことができると想定し、学生の英語学習を支援する教材の開発を行い、利用後に検証を
行った。適切な教材を用いた英語指導は、科学技術コミュニケーション活動の支えとなる基礎的な意識の涵養や
能力の伸長につながることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This research was conducted to ascertain effective English instruction 
methods for improving communication capabilities of science and technology students at Institutes of
 Technology (Kosen). Based on materials that the author's group developed, students were instructed 
to produce written and oral presentations of their studies related to science and technology in 
English. Results demonstrated that the students' practice at organizing their thoughts in English is
 useful for improving their competence and basic attitudes in science and technology related 
communication activities.

研究分野：英語教育

キーワード： 高等専門学校　コミュニケーション
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 
(1) 『平成 23年版科学技術白書』の「第１部 
社会とともに創り進める科学技術」をはじめ
として、毎年の科学技術白書などに述べられ
ているように、近年においては、科学技術コ
ミュニケーションの重要性が広く認知され、
科学技術の専門家には、科学技術を社会の枠
組の中で理解し、社会と対話を重ねることが
求められるようになってきている。 
 
(2) 研究代表者は、理工系学生の科学技術コ
ミュニケーション能力向上のために、英語教
育も役割を果たすことができるのではない
かと考えた。 
 
(3) 高専の英語教育においては、理工系の学
生の学習を適切に支援する英語教材の需要
が高く、研究開発が求められている。その開
発においては、学生のみならず英語教員が扱
いやすい理工系教材のあり方が検討される
ことが望まれる。 
 
(4) 研究代表者はこれまで理工系の学生を対
象とする英語学習教材の調査や開発などを
行ってきた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、高専の学生のコミュニケ
ーション能力を向上させる取組に英語教育
の分野から関与することである。英語の指導
を通じて、科学技術コミュニケーション活動
に必要とされるリーディング力やプレゼン
テーション力などの育成を図る。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 高専の学生に焦点を当てて、学生のコミ
ュニケーション能力を向上させる取組への
英語教育分野からの関与について検討する。 
 
(2) 第二言語習得やコミュニケーション論な
どの関連する先行研究の成果に基づき、高等
学校用検定済教科書や大学用英語教科書を
調査し、コミュニケーションの能力をのばす
方策と、目的の実現のための英語教材のあり
方について検討する。また、授業で使用した
開発教科書とその使用の方法について学生
の意見を聴取する。 
 
(3) 研究代表者が所属する高専（専攻科およ
び準学士課程）等において、学生に対し、科
学技術に関連する問題についてテーマを設
定し、調査し、内容をまとめ、結果を発表す
る過程の支援を行う。開発教科書等の利用可
能性を検証するとともに、適切な教材を開発
し、教材と指導のあり方を検証する。 
 
(4) 指導においては、科学技術は学生の興

味・関心の主たる対象であり、これを主題と
して扱うことは学生の英語学習意欲の喚起
にも有効であることから、リーディング素材
として科学技術に関する英文を使用する。 
 
４． 研究成果 
 
(1) 学生は研究代表者の指導のもと英語によ
る報告文を書き、また、プレゼンテーション
を行った。 
第一に、英語文献を用いた情報収集や英語
プレゼンテーション等についての基礎的な
訓練を行い、科学技術コミュニケーションの
目的や基礎的な方法論について学ばせた。そ
の上で、教科書を報告のための基礎資料とし
て読み、自身の関心に沿ってテーマを設定し
て発展調査を行い、日本語による報告文の作
成とプレゼンテーションを行う機会を学生
に与えた。報告文とプレゼンテーションは、
自身が選択した英文エッセイのサマリーの
紹介を行う部分と、英文内容を自らの関心に
応じて発展させてサポーティング・データを
収集し、プレゼンテーション・ソフトウエア
等を用いて調査報告を行う部分から構成す
ることとした。 
第二の段階として、学生に、英語の報告文
の作成とプレゼンテーションに取り組ませ
た。学生は、典型的な英語の文章の構造を学
び、それに基づいて自身のプレゼンテーショ
ンを検討し、再構成を行った。また、英語の
文章に典型的な構造を活かすために、自身が
主張しようとする事項を精選する作業を行
った。併せて、主張を簡潔かつ的確に伝えら
れるよう、使用する単語と構文を吟味する段
階を踏ませた。 
プレゼンテーションの段階においては、学
生は他の学生のプレゼンテーションに対す
るピアレビューを実施した。その後、英文資
料のリーディングのプロセス、および自身の
発表に関する質疑応答やピアレビューへの
振り返りを行い、報告書を作成するプロセス
を通して、自身のコミュニケーションの成果
を客観的に評価した。 
 
(2) 研究代表者は、上記の各活動において開
発教材を与えて学生を段階的に支援し、また、
学生のフィードバックを得て教材の検証を
行った。適切な教材を用いることによって、
英語の指導においても科学技術コミュニケ
ーションの基礎となる能力の育成に取り組
むことが可能であることが明らかとなった。 
 
(3) 調査によれば、学生は、上記の一連の取
組において科学技術コミュニケーションの
能力を高めることができたと考えているこ
とが明らかとなった。学生は、日本語で発表
した段階よりも、英語を使用して自身の発表
内容を意識的に整理・再構成し表現した段階
において、自身が扱った科学技術に関する話
題についての理解を深化させることができ、



また、自身の意見を端的にまとめることがで
きたと評価した。さらに、わかりやすく説明
する試みを、専門が自身と異なる相手を想定
して積み重ねることで、学生は、自身が伝え
たいことをより精緻化して表現しようとす
るようになり、専門家同士の議論とは異なる
力が身についたという意見を持った。これら
のことから、英語を用いたプレゼンテーショ
ン等の表現演習は科学技術コミュニケーシ
ョン活動を支える基礎的な意識の涵養や能
力の伸長に役立つと考えることができる。 
 
(4) 研究代表者による検討と学生を対象とし
た調査の結果においては、開発済みの科学技
術に関する話題を扱った教科書の使用は、英
語学習の点と科学技術コミュニケーション
活動支援の点から見て有効であった。同時に、
学生のプレゼンテーション活動への段階的
な支援を行うためには新たな補助教材の開
発の必要性が高まることも明らかとなった。
また、教材の提案と活用においては、各学生
への個別の指導が大きな要素となることが
改めて確認され、それらのシステム化につい
てはさらなる検討が必要であると考えられ
る。 
 
(5) 英語の指導においては、科学技術コミュ
ニケーション活動を射程に入れつつも、英語
コミュニケーション活動の下支えとなる基
礎力を軽視することは望ましくないことが
明らかとなった。英語の基礎知識にかかわる
指導や考察を並行して行う必要がある。 
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